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問い合わせ　国際課（☎27－2731）

●あなたと市政をつなぐ情報紙●●あなたと市政をつなぐ情報紙● 2022年（令和4年） No.431

12月１日号

 防災・防犯情報を配信中  いせさき情報メールに登録を！ 登録方法など詳しくは12ページへ

原油価格・物価高騰の影響を受ける子育て世帯と70歳以上の人を支援	･･･	P2
日曜納税窓口の実施日が変わります	 ････････････････	P8
土地・建物・償却資産の申告を忘れずに	･･･････････	P8
伊勢崎市産のブランド化ネギ・米を販売	･･･････････	P9

主な内容

私たち学生記者が私たち学生記者が
記事を作りました！記事を作りました！… P3〜7… P3〜7

上武大学上武大学

東京福祉大学東京福祉大学

表紙写真：市内大学と市の共同企画が始動
若い世代に市政への関心を高めてもらう
ことを目的に、上武大学と東京福祉大学
に通う学生たちと協働で「広報いせさき」	
の記事を作成する企画が始まりました。
第１回は、「大学の紹介」をテーマに12人	
の学生が記事を作成しました。
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上武大学・東京福祉大学と伊勢崎市の協働企画が始動！

上武大学・東京福祉大学と
伊勢崎市の協働企画が始動！

　若い世代に市政への関心を高めてもらうことを目的に、市内にキャンパス
がある上武大学と東京福祉大学に通う学生たちと協働で「広報いせさき」の記
事を作成する企画が始まりました。大学生が取材や記事の編集を行い、学生
目線での伊勢崎市や大学の魅力の紹介などを掲載し、地域と大学のつながり
を深めてもらうとともに、広報紙を読んだことのない若い世代の人に広報紙
を読んでもらうきっかけをつくります。第１回目となる今号では、「大学の
紹介」をテーマに12人の学生がそれぞれの大学の魅力をPRする記事を作成し
ました。ぜひご覧ください。
問い合わせ　広報課（☎27−2711）

各大学の記事は４〜7ページをご覧ください！

大学生との打ち合わせの様子
大学生が記事の内容やレイアウトなどを
考えて作成しました

　今回の企画には、上武大学から４人、東京福祉大学から８人の学生が参加
しました。今号への掲載に向けて、広報課職員と企画に参加した学生（学生
記者）で打ち合わせを行いました。伊勢崎市の魅力や大学の魅力について意
見交換を行い、今回のテーマは「大学の紹介」と決定。学生記者の皆さんが掲
載内容やレイアウトを考え、写真撮影や取材を行い記事を作成しました。

市内の大学と協働して記事を作成しました

協働企画に取り組む学生記
者の様子を、
市ホームペー
ジやＳＮＳなど
で随時公開し
ていきます。

協働企画の様子を市ホーム
ページなどで公開します

▲市ホーム
ページ

対象の児童がいる世帯に対し、児童１人につき １万円 を支給します

コロナ禍で原油価格・物価高騰の影響を受ける

子育て世帯と
70歳以上の人を支援します

子育て世帯応援給付金

高齢者応援チケット
70歳以上の人に、市内の取扱店で利用できる商品券を１人につき １万円分 交付します

支給対象児童
● 平成16年４月２日以降に生まれ、本年９月30日時

点で本市に住民登録がある児童
●  本年10月１日から令和５年３月31日までに出生し、
　出生により本市に住民登録をした児童
対象者
① 支給対象児童の本年９月分の児童手当を伊勢崎市

から受給した人
② 支給対象児童を養育する同世帯の人のうち、生計

維持程度が高い人
③ 本年10月１日から令和５年３月31日までに出生し 

た支給対象児童を養育する同世帯の人のうち、生
計維持程度が高い人

支給額　対象児童１人につき１万円

対 象　本年11月１日時点で本市に住民登録がある昭 
和28年４月１日以前に生まれた人

商品券の内訳　１万円分（500円券×20枚）

問い合わせ　子育て支援課（☎27−2750）

問い合わせ　高齢政策課（☎27−2752）

申請方法
【①に該当する人】
　11月28日に市から通知を発送します。通知の受け
取りをもって手続き完了となります。
　 ※通知が到達せず、市役所に戻ってきた場合は支

給できません
　 ※受給を辞退する人は子育て支援課に連絡してく

ださい。受給辞退の届出書を送付します
【②・③に該当する人】
　12月上旬に申請案内と申請書を支給対象児童のい 
る世帯の世帯主宛に送付します。申請書に必要事項
を記入の上、子育て支援課に返送してください。
宛 先　〒372−8501　（住所不要）　市役所子育て

支援課
支給口座

【①に該当する人】
　本年10月の児童手当の支払口座に振り込みます。

【②・③に該当する人】
　申請書に記入した指定の口座へ振り込みます。

利 用可能店舗　「使って応援！コロナ対策認定店支
援チケット」の取扱店

　※一部の店舗を除きます
　 ※利用可能店舗は商品券に同封の一覧表または市

ホームページを確認してください
有効期限　令和５年３月31日（金）まで
交付方法　12月上旬にゆうパックで順次郵送します
　※申請は不要です
問 い合わせ　伊勢崎市「高齢者応援チケット」事務局

コールセンター（☎0120−501−833）

▶︎詳しくは市ホ
ームページを確
認してください

▲20枚つづりの500円券が交付
されます

▲市ホームペ
ージはこちら
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上武大学・東京福祉大学と伊勢崎市の協働企画が始動！

　上武大学には多くの部活動があります。その中でも、野球部や駅伝部な
ど、特に活躍をしている５つの部活動を紹介します。

サッカーコート２面、野球場、
テニスコート５面、駅伝部専用
のトラック、トレーニング室な
どスポーツの設備にかなり力を
入れています。

600人収容できる広い食堂は多
くの学生が利用しています。今
はコロナ禍で学食を食べられま
せんが、休憩などに利用するの
に良い場所です。

図書館には約10万冊の本があり
ます。調べ物をするなら、図書
館が１番です。パソコンの検索
機能を使えば、探したい本がす
ぐに見つかります。

　上武大学の近くにある飲食店「丸長」は、上武大学の部活動に所属する学
生の行きつけの飲食店です。丸長には、多くの学生に愛されている「上武
丼」という大盛りのメニューがあります。ハーフサイズもあり、一般の人
でも食べられるのでぜひ丸長に行ったら、一度食べてもらいたいです。

■上武丼の誕生秘話
　「上武丼」は上武大学の野球部員から始まったといいます。野球部員がよ
く丸長に来て、豚バラ丼と肉チャーハンのどちらを頼もうかと10分ほど悩
むことが多く、それを見た店主が「迷うならどっちも盛ってあげよう」と２
つの料理にチーズと唐揚げを盛って出したところ大好評になったことがき
っかけ。それから野球部員をはじめ、いろいろな人からも注文されるよう
になりました。

部活動紹介

学生のおすすめ「上武丼」って何？

スポーツ設備が充実している！ 食堂がとても広い！ 図書館にはたくさんの本が！

　　　【野球部】
　　　野球部は特に力を入れている部活動で、全
日本大学野球選手権大会の優勝実績のある名門で
す。プロ野球ドラフト会議でプロ野球球団から指
名される選手もいます。

上武大学×伊勢崎市

私たちの大学を紹介します

　　　【サッカー部】
　　　部員267人と本学の部活動の中で一番を争
う人数の部活動です。1969年に結成され2008年
には、関東大学サッカーリーグの２部へと昇格を
しました。ことしは、天皇杯JFA全日本サッカー
選手権大会の県予選を見事優勝し、本選へ出場す
ることができました。

　　　【駅伝部】
　　　駅伝部は創部から５年で箱根駅伝に出場し、
これまでに計11回の出場を果たしました。これか
らさらなる飛躍を目指しています。

　　　【女子サッカー部】
　　　女子サッカー部は、本年度は関東大学女子
サッカーリーグ戦の３部、群馬県女子サッカーリ
ーグ戦の１部に参戦します。また、群馬県女子サ
ッカー選手権大会など各種大会にも参戦します。
それぞれの大会で一つでも順位を上げることを目
指して、日々トレーニングに励んでいます。

　　　【ハンドボール部】
　　　関東学生ハンドボールリーグ戦で１部への
昇格と全日本学生ハンドボール選手権大会への出
場を目指して、部員一丸となって日々トレーニン
グに励んでいます。

多くの学生に愛される

本部棟＆食堂

図書館棟
テニスコート

野球場

教育棟
スポーツメディカル
サポートセンター

救急救命センター
（救急救命士コース実習施設）

全天候型陸上競技場・
人工芝サッカー場

人工芝サッカー場
上武大学アリーナ

トレーニングルーム

体育館
トレーニングジム

インドアトレーニングセンター

上武丼

上武大学はスポーツや勉強をするための設備が充実！

　上武大学は1968年４月に創立 
されました。スポーツや勉強に
取り組む環境が整備され、特に
運動部では、全国で活躍するな
ど優秀な成績を残す学生を輩出
しています。そんな学生を支え
ている上武大学の設備を紹介し
ます。
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上武大学・東京福祉大学と伊勢崎市の協働企画が始動！

　在学生60人に、大学に通っていて「あるある！」と思ったことをアン
ケートしました。現在のコロナ禍では、授業を対面だけでなく自宅な
どからインターネットを利用したオンライン授業でも受講できるため、
私たちの世代だからこその「あるある」になっています。

　大学内で飼育している４種
類の動物のうち、次のシルエ
ットは、何の動物でしょう？

Ｑ１ Ｑ２

※答えは７ページにあります

先生紹介

学生あるある！

大学内にいる動物クイズ！

教育学部
教員と学生との交
流が図れていると
ころが魅力です。
学生自身が考えて
伝えることを大切
にしています。

１位 服装などに気を使わなくな
る（35％）

２位 顔が大きく映るのが少し恥
ずかしい（28.3％）

3位 通信が不安定になったとき
に焦る（25％）

１位 自宅で過ごす　
（40％）

２位 友達とおしゃべり
（33.3％）

3位 勉強やレポートの作成
（10％）

【オンライン授業であること】 【空きコマの過ごし方】

心理学部
学生と教員の距離
が近いところが魅
力です。学生全員
に伝わるような説
明を心掛けていま
す。

保育児童学部
東京福祉大学の魅
力は自由なところ
です。授業は学生
が楽しく受けられ
るように心掛けて
います。

深沢和彦先生

社会福祉学部
学生も教員もとて
も寛容で受容的で
す！理解するだけ
でなく、使える知
識にすることを意
識しています。 北爪克洋先生和崎光太郎先生

岡本香先生

似顔絵を
描きました

※空きコマとは授業がなく空いている時間のことです

東京福祉大学の特色
　東京福祉大学は伊勢崎市、池
袋、王子、名古屋にキャンパス
があり、社会福祉士や介護福祉
士、教師などの資格の取得や目
標の実現に向けて、多くの学生
が学んでいます。伊勢崎キャン
パスは緑豊かなキャンパスで、
校内にバス停があるため、交通
の便が良いです。

　他の校舎はれんが調の造りであるのに、３
号館だけはシンプルな造りで他の校舎から外
れたところにあるため、入学したての学生に
とって見つけにくい校舎です。３号館には、
ピアノがたくさん置いてある音楽室やサーク
ルの部室があります。大学に訪れる機会があ
ったら、３号館を探してみてください。

グループでの話し合いや意見交換など
を通して、学生全員が授業に参加しま
す。他者の意見に触れることで視野を
広げ、柔軟な考えを身に付けます。

教科書などを音読したり、レポ
ートやディスカッションの内容
を発表したりと、さまざまな場
面で発言することがあります。

　本学では、「アクティブ・ラーニング」
という教育方法を取り入れています。こ
れは、教員が一方的に教える講義形式の
授業ではなく、学生が能動的に考え、学
習する教育方法です。学生自ら問題を発
見し解決する力や、コミュニケーション
能力などを高めています。

　伊勢崎キャンパスには、「い 
きものがかり推進プロジェクト」 
というものがあり、動物の飼育
小屋があります。このプロジェ
クトでは、幼稚園教諭や保育士、
小学校教諭を目指す学生が、動
物を飼育しながら命の大切さな
どを学びます。今はウサギとヤ
ギ、カモ、アヒルがいます。純
白のヤギ「ユキちゃん」は、大学
のアイドルです。飼育小屋から
近い５号館では、授業を受けて
いると、カモやアヒルの元気な
鳴き声がよく聞こえます。

見つからない3号館？

アクティブ・ラーニングって何？

【本学のアクティブ・ラーニングのポイント】
ポイント1  グループディスカッション ポイント2  発表する機会が多い

学生が主体的に考える授業

ピアノがたくさん！【答え】Ｑ１うさぎ　Ｑ２やぎ

　  　　  　
 　   　  東京福祉大学×伊勢崎市

東京福祉大学×伊勢崎市　　　　　　東京福祉大学ってどんな所？

東京福祉大学ってどんな所？
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市
内
に
事
業
用
の
償
却
資

産
を
所
有
し
て
い
る
法
人
・
個
人

は
、
必
ず
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
告
書
は
資
産
税
課
に
あ
り
ま

す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す

申
告
期
限　
令
和
５
年
１
月
２０
日

（
金
）

※
法
定
の
提
出
期
限
は
令
和
５
年

１
月
３１
日（
火
）で
す
が
、
事
務
処

理
上
、
令
和
５
年
１
月
２０
日（
金
）

ま
で
に
申
告
し
て
く
だ
さ
い

【
主
な
償
却
資
産
の
例
】

　
次
の
よ
う
な
事
業
の
た
め
に
用

い
る
資
産
な
ど
で
す
。
詳
し
く
は

問
い
合
わ
せ
る
か
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

●
構
築
物（
農
業
用
ビ
ニ
ー
ル
ハ

ウ
ス
、
看
板
、
広
告
塔
、
門
、
塀
、

駐
車
場
舗
装
な
ど
）

●
機
械
・
装
置（
旋
盤
、
プ
レ
ス

機
、
太
陽
光
発
電
装
置
な
ど
）

●
工
具
・
器
具
・
備
品（
応
接
セ

ッ
ト
、
陳
列
棚
、
パ
ソ
コ
ン
な
ど
）

土
地
・
建
物
・
償
却
資
産
の
申
告
を
忘
れ
ず
に

　
固
定
資
産
税
は
毎
年
１
月
１
日
を
基
準
日
と
し
て
課
税
さ
れ
ま
す
。
税

額
を
正
し
く
算
定
す
る
た
め
、
令
和
５
年
１
月
１
日
時
点
で
住
宅
を
建
て

替
え
中
の
人
や
、
令
和
４
年
中
に
建
物
を
取
り
壊
し
た
人
、
令
和
５
年
１

月
１
日
時
点
で
市
内
に
事
業
用
の
償
却
資
産
を
所
有
し
て
い
る
法
人
・
個

人
は
、
必
ず
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

　
問
い
合
わ
せ　
資
産
税
課　
●
土
地
＝（
☎

（２７）
２
７
２
０
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●
家
屋
・
償
却
資
産
＝（
☎

（２７）
２
７
２
１
）

住宅用地の特例（専用住宅の例）
区分 面積 軽減率

固
定　

資
産
税

小規模
住宅用地 ２00㎡まで 評価額の

６分の１
一般
住宅用地

２00㎡を
超える部分

評価額の
３分の１

都
市　

計
画
税

小規模
住宅用地 ２00㎡まで 評価額の

３分の１
一般
住宅用地

２00㎡を
超える部分

評価額の
３分の２

※床面積の１0倍までの敷地に特例措置が適
用されます

開
を
希
望
す
る
場
合
は
相
談
し
て 

く
だ
さ
い

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
１２
月 

１6
日（
金
）ま
で
に
電
話
で
環
境
政 

策
課（
☎

（２７）
５
５
９
６
）

　
自
宅
の
庭
を
オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ

ン
と
し
て
開
放
し
て
く
れ
る
人
を

募
集
し
ま
す
。
洋
風
・
和
風
は
問

い
ま
せ
ん
。
花
や
緑
の
あ
る
自
慢 

の
庭
を
開
放
し
、
た
く
さ
ん
の
人 

に
見
て
も
ら
い
ま
せ
ん
か
。

公
開
日　
令
和
５
年
４
月
８
日（
土
）、 

９
日（
日
）、
５
月
１３
日（
土
）、
１４ 

日（
日
）、
６
月
１７
日（
土
）、
１８
日 

（
日
）

※
公
開
す
る
日
程
を
選
ん
で
く
だ

さ
い
。
右
記
の
公
開
日
以
外
で
公

オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン
い
せ
さ
き

新
規
参
加
者
募
集

▲自慢の庭を公開してみ
ませんか

第５回第５回

　今回紹介する家形埴輪は、通常埴輪が飾られた古
墳からではなく、釜ノ口遺跡（堀下町）の埴輪を製作
した工房から出土した極めて異例な埴輪です。
　この家形埴輪は一見よく焼かれているようにも見
えますが、焼きが不十分で下部がもろい状態です。
埴輪工房が火災に遭っている状況を考え合わせると、
窯で焼く前に埴輪工房で発生した火災によって焼か
れ、埴輪は取り残されたというストーリーが推定さ
れます。家形埴輪の表面には火災で付着したすすが
黒く残り、一部が焼けその大半が粘土の状態である
ことからも埴輪工房で発生した火災の状況がうかが
えます。
　実は、この家形埴輪とうり二つの埴輪が、３㎞離
れた赤堀茶臼山古墳から帝室博物館（現東京国立博

物館）による昭和４年の発掘調査で出土していたの
です。赤堀茶臼山古墳は古墳時代の５世紀中頃に築
造され、家形埴輪が８棟出土した全国的に著名な古
墳ですが、うり二つの家形埴輪の存在は同じ埴輪職
人が製作した可能性を示すものです。そして前号で
紹介した赤堀茶臼山古墳出土の鶏

にわとりがた

形埴輪と釜ノ口遺
跡出土の翼の埴輪片が接合する事実も合わせ、釜ノ
口遺跡が赤堀茶臼山古墳に埴輪を供給した埴輪工房
であったと考えられる大きな発見です。
　企画展では、釜ノ口遺跡の埴輪工房で出土した家
形埴輪と赤堀茶臼山古墳出土埴輪を展示しています。
約１,600年前に埴輪工房で発生した火災により取り
残された家形埴輪からうかがえる歴史のストーリー
を、ぜひ間近でご覧ください。

問い合わせ　赤堀歴史民俗資料館（☎6３−00３0）

▲埴輪工房から出土した家形埴輪 ▲釜ノ口遺跡の埴輪工房

　伊勢崎市産のブランド化米で、「食味値8１
以上」を品質基準とした「Milky Cherie 8１」
を販売します。
　※「M

ミ ル キ ー

ilky C
シ ェ リ ー

herie 86」の販売はありません
期間　１２月３日（土）から
　※売り切れ次第終了です
販�売店　JA佐波伊勢崎の農

産物直売所からか～ぜ（田
中町）・からか～ぜまゆの
郷（境百々）・百菜館（山王
町）

価�格　１袋（２キログラム）
　＝１,３00円
　※１２月中は１,２00円で販売します
問い合わせ　農政課（☎２７−２７5７）

　豊かな甘みと風味あふれる伊勢崎伝統野菜「下植木ねぎ」
を販売します。また、下植木ねぎの中でも、サイズ３Ｌ以
上、平均糖度１７度以上の品質基準を満たしたブランド化品

「権
ごん

太
だ

夫
ゆう

」も予約販売します。
　 ※権太夫は生育状況により販売を中止する場合がありま

す
期間　１２月５日（月）から２5日（日）まで
　※売れ切れ次第終了です
　 ※権太夫は１２月１6日（金）から２5日（日）までの予約販売

です。店頭で商品を申し込み、後日引き渡しになります
販�売店　JA佐波伊勢崎の農産物直売所からか～ぜ（田中町）、
　 フレッセイクラシーズ連取（連取町）、ヤオコースマーク

伊勢崎店（西小保方町）
　 ※権太夫はJA佐波伊勢崎の農産物直売所からか～ぜ、フ

レッセイクラシーズ連取で予約販売します
価格
　●下植木ねぎ＝１袋（３本入り）２１6円
　●権太夫＝１箱（１２本入り）２,７00円
問い合わせ　農政課（☎２７−２７5７）

伊勢崎ミルキークイーン
「M

ミ ル キ ー

ilky C
シ ェ リ ー

herie 81」を販売
エイティワン

エイティシックス

伊勢崎伝統野菜「下植木ねぎ」を販売

▲伊勢崎ミルキ 
ークイーン「Mil 
ky Cherie 8１」

はにわ

赤堀　臼山古墳の埴輪工房

企画展「赤堀茶臼山古墳―
東国屈指のハニワたち―」
を開催しています
期間　１２月２5日（日）まで
　※月曜日は休館です
時�間　午前９時～午後４時

３0分
会場　赤堀歴史民俗資料館
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まちの出来事

　１0月１７日、ナルセグループ伊勢崎市民プラザで「市優
秀技能者・商工優良従業員表彰式」が行われました。厚
生労働省の技能検定特級・１級・単一等級の合格者60人
と、市内の事業所などで勤続年数３0年・２0年・１0年に達
した優良従業員１２３人が、市の商工業の発展に寄与した
として、それぞれ表彰を受けました。

　１0月２２日、市役所で県民スポーツ大会秋季大会の結団
式が行われました。結団式には、陸上やサッカーなど全
１5競技１8種目に出場する選手団86人が参加し、大会へ向
けて団結しました。１１月に行われた大会の結果、バスケ
ットボール男子が優勝。ソフトボール男子、弓道が準優
勝と健闘しました。また、総合順位は４位でした。

市優秀技能者・商工優良従業員表彰式
地域産業の発展に寄与

県民スポーツ大会秋季大会�結団式
大会へ向けて一致団結

　１１月３日に「あずま産業祭」（あずま総合運動公園）、１１月６日に「欅祭あかぼり」
（赤堀コミュニティひろば）、１１月１３日に「さかい産業祭」（境ふれあいパーク）がそ
れぞれ３年ぶりに開催されました。
　会場では、それぞれの地区で農業や商工業などを営む皆さんによる加工品など
の販売のほか、さまざまな体験コーナーやステージイベントも行われ、多くの来
場者でにぎわいました。

あずま産業祭・欅
けやき

祭あかぼり・さかい産業祭
各地区の特色を生かしたイベントで盛り上がりました

いせさき燈
とう

華
か

会
え

灯籠の明かりに照らされて幻想的な街の景色を満喫！
　１0月１5日、いせさき明治館周
辺で「いせさき燈華会」が開催さ
れました。日暮れとともにボラ
ンティアスタッフによって灯籠
に火がともされ、会場周辺は幻
想的な雰囲気に包まれました。
会場には、伊勢崎銘仙の着物姿
の人や親子連れなど多くの人が
訪れ、写真撮影などを楽しみな
がら普段とは違う街の景色を楽
しんでいました。

秋季消防点検
日頃の訓練の成果を確認

　１0月１6日、八斗島ちびっこ広
場で「秋季消防点検」が行われま
した。４年ぶりに行われた今回
の秋季消防点検は規模を縮小し
ての開催。参加した市消防団は、
臂市長から姿勢や服装の点検を
受けた後、放水訓練や救助資機
材の取り扱い訓練などを行い、
日頃の訓練の成果を確認しまし
た。

あかぼり小菊の里
色とりどりの小菊が咲きそろいました

境南中学校吹奏楽部の演奏
(さかい産業祭)

鷹
たか

匠
じょう

体験（あずま産業祭）
伊勢崎興陽高校の生徒によるピクル
スの販売（欅祭あかぼり）

農産物の直売コーナー
(さかい産業祭)

自衛隊車両の前で記念撮影
（あずま産業祭）ひごろも太鼓の演奏（欅祭あかぼり）

輪投げでお菓子をゲット！
(さかい産業祭)

本市選手団の皆さんが活躍を誓いました
受賞者を代表して優秀技能者表彰を受ける
渡
わた

辺
なべ

裕
ひろ

隆
たか

さん（アジア熱処理技研株式会社）

いせさき明治館周辺は
灯籠の明かりで幻想的な雰囲気に

旗を掲げ整列する消防団員

園内一面に広がる色鮮やかな小菊

灯籠の温かな明かりに
魅了されていました

放水訓練を披露

見頃を迎えた小菊の写真を
撮って楽しんでいました

　１１月６日、あかぼり小菊の里
で小菊が見頃を迎えました。黄
色やピンク、赤、白など色とり
どりの小菊が訪れた多くの人を
お出迎え。来場者は、色鮮やか
に咲いた花を写真に収めたり、
花を眺めたりして思い思いに小
菊の見頃を楽しんでいました。
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情報掲示板

●伊勢崎市役所   ☎0270−24−5111
●赤堀支所   ☎0270−62−1151
●あずま支所   ☎0270−62−1311
●境支所   ☎0270−74−1111
開庁時間　午前８時30分〜午後５時15分
■災害情報案内（24時間）   ☎0180−99−2999
■救急病院等案内（24時間）   ☎0270−23−1299

information
情報掲示板

2022年11月１日現在
●人口�212,279人（前月比−26）　●世帯数�93,924戸（前月比＋71）

　道路上から水道メーターまでの間に漏水を発見
　した場合は、竜宮浄水場（☎24−1760）または
　下記の指定工事店に連絡してください。

次の地域の連絡先は、以下のとおりです。
● 境島村の利根川右岸地域（本庄市給水区域） 

＝本庄市水道課（☎0495−２２−２１5１）
● 境平塚の利根川右岸地域（深谷市給水区域） 

＝深谷市水道工務課（☎048−5７７−７5２9）

休日の漏水などの緊急連絡先

華蔵寺公園遊園地 ☎25−4478
https://kezoujiyuenchi.com

●ロマンチックしナイト2022
　観覧車をＬＥＤライトで飾り付けた高さ３5メート
ルのツリーをはじめ、園内をロマンチックにライ
トアップします。観覧車・スーパーシューティン
グライド・マジカルグライダー・スカイファイタ
ー・不思議な城を午後９時まで営業します。その
他の遊具は午後４時３0分までです。
期間　１２月１0日（土）から２5日（日）まで
　※１３日（火）・２0日（火）は休園です

●お客様感謝デー
　日頃の来園に感謝し、ヘリタワーを無料開放し
ます。
期日　１２月２5日（日）
時間　午前９時３0分～午後４時３0分

マ
ナ
ー
を
守
っ
て
犬
や
猫
を
飼

い
ま
し
ょ
う

環
境
政
策
課（
☎
（27）
２
７
３
３
）

　
犬
や
猫
に
つ
い
て
の
苦
情
が
多

く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
自
分
で

も
気
付
か
な
い
う
ち
に
近
所
の
迷

惑
に
な
っ
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
犬
や
猫
を
飼
う
場
合
は
、
次

の
こ
と
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

【
犬
を
飼
っ
て
い
る
人
へ
】

●
犬
の
放
し
飼
い
は
禁
止
で
す
。

き
ち
ん
と
ひ
も
や
鎖
で
つ
な
い
で

く
だ
さ
い
。
放
さ
れ
て
い
る
犬
を

見
る
だ
け
で
恐
怖
感
を
覚
え
る
人

も
い
ま
す

●
散
歩
の
際
に
、
犬
が
ふ
ん
を
し

た
ら
、
必
ず
持
ち
帰
り
適
切
に
処

理
し
て
く
だ
さ
い
。
道
路
な
ど
の

公
共
空
間
を
汚
さ
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う

●
犬
の
鳴
き
声
も
周
囲
の
迷
惑
に

な
っ
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

根
気
強
く
し
つ
け
を
行
い
、
無
駄

ぼ
え
は
や
め
さ
せ
ま
し
ょ
う

【
猫
を
飼
っ
て
い
る
人
へ
】

●
猫
を
屋
外
で
放
し
飼
い
に
し
て

い
る
と
け
が
や
感
染
症
、
交
通
事

故
な
ど
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

猫
の
安
全
を
守
る
た
め
に
、
家
の

中
で
飼
い
ま
し
ょ
う

●
迷
子
に
な
っ
て
も
飼
い
主
の
元

に
戻
れ
る
よ
う
に
、
迷
子
札
や
マ

イ
ク
ロ
チ
ッ
プ
を
着
け
て
連
絡
先

が
分
か
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

●
猫
の
繁
殖
を
望
ま
な
い
場
合
は
、

猫
に
不
妊
・
去
勢
手
術
を
受
け
さ

せ
ま
し
ょ
う

●
飼
育
環
境
は
清
潔
に
保
ち
、
猫

に
ト
イ
レ
の
し
つ
け
を
し
ま
し
ょ

う【野
良
猫
に
餌
を
あ
げ
て
い
る
人

へ
】

●
餌
を
あ
げ
た
野
良
猫
が
近
所
で

ふ
ん
尿
を
し
た
り
、
庭
や
畑
を
荒

ら
し
た
り
す
る
こ
と
で
迷
惑
に
思

っ
て
い
る
人
が
い
ま
す
。
無
責
任

な
餌
や
り
は
や
め
ま
し
ょ
う

　
　
　
　
＊　
　
　
＊

　
犬
や
猫
な
ど
の
愛
護
動
物
を
捨

て
た
り
、
虐
待
し
た
り
す
る
こ
と

は
、
動
物
愛
護
及
び
管
理
に
関
す

る
法
律
に
よ
り
禁
止
さ
れ
て
い
ま

す
。
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

同
報
系
防
災
行
政
無
線
設
備
の

運
用
を
終
了
し
ま
し
た

安
心
安
全
課（
☎
（27）
２
７
０
６
）

　
携
帯
電
話
や
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ

放
送
な
ど
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
伴
い
、

ア
ナ
ロ
グ
方
式
の
無
線
設
備
の
使

用
を
制
限
す
る
国
の
電
波
法
関
係

省
令
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

に
伴
い
、
本
紙
令
和
４
年
２
月
１ 

日
号
で
お
知
ら
せ
し
た
と
お
り
、

赤
堀
・
境
地
区
に
設
置
し
て
い
る

ア
ナ
ロ
グ
方
式
の
同
報
系
防
災
行

政
無
線
設
備
の
運
用
を
、
１１
月
３０

日
を
も
っ
て
終
了
し
ま
し
た
。
現

在
設
置
し
て
い
る
無
線
設
備
は
、

順
次
撤
去
し
ま
す
。

【
今
後
も
さ
ま
ざ
ま
な
方
法
で
情

報
発
信
を
行
い
ま
す
】

　
災
害
時
に
迅
速
で
的
確
な
防
災

行
動
や
対
策
が
行
え
る
よ
う
、
い

せ
さ
き
情
報
メ
ー
ル
や
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
、
テ
レ
ビ
の
デ
ー
タ
放
送 

（
ｄ
ボ
タ
ン
）、
フ
ァ
ク
ス
配
信
サ 

ー
ビ
ス
、
緊
急
速
報
メ
ー
ル
、
ツ

イ
ッ
タ
ー
・
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
、

Y

ヤ

フ

ー

ahoo!

防
災
速
報
ア
プ
リ
、
ラ
ジ

オ
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
方
法
で
情

報
を
発
信
し
ま
す
。
い
せ
さ
き
情

報
メ
ー
ル
で
は
防
災
情
報
の
他
に

市
政
情
報
な
ど
も
配
信
し
て
い
ま

す
。
ぜ
ひ
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

●
い
せ
さ
き
情
報
メ
ー
ル

　
災
害
・
防
災
情
報
な
ど
を
メ
ー

ル
で
配
信
し
ま
す
。

登
録
方
法　
二
次
元
コ
ー
ド
を
読

み
取
る
か
、
次
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ

ス
に
空
メ
ー
ル
を

送
信
し
て
く
だ
さ

い宛
先　

t-isesa
ki@

sg-m
.jp

期
日　
１２
月
２０
日（
火
）

時
間　
午
後
２
時
開
始

会
場　
市
役
所
本
館
５
階
職
員
研

修
室

定
員　
７
人（
先
着
順
）

申
し
込
み　
当
日
午
後
１
時
３０
分

か
ら
１
時
５０
分
ま
で
に
直
接
会
場

へ１２
月
１０
日
か
ら
１６
日
ま
で
は
北

朝
鮮
人
権
侵
害
問
題
啓
発
週
間

で
す

人
権
課（
☎
（27）
２
７
３
０
）

　
北
朝
鮮
に
よ
る
拉
致
容
疑
事
案

や
拉
致
の
可
能
性
を
排
除
で
き
な

い
事
案
が
あ
る
場
合
は
、
伊
勢
崎

警
察
署
へ
情
報
提
供
を
お
願
い
し

ま
す
。

問
い
合
わ
せ　
伊
勢
崎
警
察
署（
☎

（２６）
０
１
１
０
）

催
し

市
内
幼
小
中
学
校
美
術
展

学
校
教
育
課（
☎
（27）
２
７
８
９
）

期
間　
１２
月
１０
日（
土
）か
ら
１２
日

（
月
）ま
で

時
間　
午
前
９
時
～
午
後
４
時
３０

分※
１２
日（
月
）は
午
後
３
時
ま
で

会
場　
境
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

内
容　
子
ど
も
た
ち
が
制
作
し
た

絵
画
・
工
作
を
展
示
し
ま
す

入
場
料　
無
料

家
族
介
護
者
等
の
た
め
の

交
流
会地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
（27）
２
７
４
５
）

　
介
護
の
情
報
を
交
換
し
た
り
、

気
持
ち
を
話
し
合
っ
た
り
す
る
こ

と
で
気
分
転
換
を
図
る
交
流
会
を

開
催
し
ま
す
。

期
日　
令
和
５
年
１
月
２０
日（
金
）

時
間　
午
後
２
時
～
３
時
３０
分

会
場　
絣
の
郷（
円
形
交
流
館
）

対
象　
市
内
に
在
住
で
、
家
族
の

介
護
を
し
て
い
る
人
、
家
族
を
介

護
し
て
い
た
人
、
家
族
を
介
護
す

る
予
定
の
人
ま
た
は
介
護
に
つ
い

て
学
び
た
い
人

参
加
料　
無
料

申
し
込
み　
１２
月
１３
日（
火
）午
前

９
時
か
ら
電
話
で
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
へ

人
権
啓
発
パ
ネ
ル
展

人
権
課（
☎
（27）
２
７
３
０
）

　
１２
月
４
日
か
ら
１０
日
ま
で
は
人

権
週
間
で
す
。
人
権
と
は
何
か
、

人
権
の
尊
重
と
は
ど
う
い
う
こ
と

か
、
改
め
て
人
権
の
大
切
さ
を
考

え
て
み
ま
し
ょ
う
。

期
間　
１２
月
５
日（
月
）か
ら
１４
日

（
水
）ま
で

※
土
・
日
曜
日
は
除
き
ま
す

時
間　
午
前
８
時
３０
分
～
午
後
５

時
１５
分

※
１２
月
５
日（
月
）は
正
午
か
ら
、

１４
日（
水
）は
正
午
ま
で

会
場　
市
役
所
東
館
１
階
市
民
ホ

ー
ル

内
容　
人
権
啓
発
パ
ネ
ル
や
中
学

生
人
権
作
文
優
秀
作
品
、
小
・
中

学
生
人
権
啓
発
ポ
ス
タ
ー
優
秀
作

品
を
展
示
し
ま
す

入
場
料　
無
料

ス
ポ
ー
ツ

市
民
総
合
ス
ポ
ー
ツ
大
会
兼

市
民
ス
キ
ー
競
技
大
会

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課（
☎
（27）
２
７
４
７
）

期
日　
令
和
５
年
１
月
２２
日（
日
）

時
間　
午
前
９
時

会
場　
丸
沼
高
原
ス
キ
ー
場（
利

根
郡
片
品
村
）

対
象　
市
内
に
在
住
ま
た
は
在
勤・

在
学
の
人
、
市
ス
キ
ー
協
会
加
盟

ク
ラ
ブ
に
所
属
し
て
い
る
人

※
ス
ポ
ー
ツ
傷
害
保
険
に
は
市
ス

キ
ー
協
会
で
加
入
し
ま
す

※
小
・
中
学
生
は
保
護
者
の
同
意

が
必
要
で
す

種
別
・
種
目

●
ス
キ
ー
の
部
・
大
回
転
＝
７０
歳

代
男
子
・
6０
歳
代
男
子
・
５０
歳
代

男
子
・
４０
歳
代
男
子
・
３０
歳
代
男

子
・
２９
歳
以
下
男
子（
高
校
生
以

上
）、
一
般
女
子（
高
校
生
以
上
）、

中
学
生
男
子
・
女
子
、
小
学
生
高

学
年
男
子
・
女
子（
４
～
６
年
生
）、

小
学
生
低
学
年
男
子
・
女
子（
１

～
３
年
生
）

●
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
の
部
・
大
回
転

＝
年
齢
・
性
別
の
区
別
は
あ
り
ま

せ
ん

参
加
料　
高
校
生
以
上
＝
１
０
０

０
円
、
中
学
生
以
下
＝
５
０
０
円

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

１２
月
１6
日（
金
）

ま
で
に
電
話
で

市
ス
キ
ー
協
会

（

０
９
０
ー 

２
６
５
６
ー
９

２
８
２
・
小
池
）

相
談

心
身
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
の

巡
回
相
談

障
害
福
祉
課（
☎
（27）
２
７
５
３
）

期
日　
令
和
５
年
１
月
１１
日（
水
）

時
間　
午
後
１
時
３０
分
～
３
時
３０

分会
場　
障
害
者
セ
ン
タ
ー

内
容　
身
体
障
害
者
の
補
装
具
判

定
な
ど
に
つ
い
て
の
相
談

申
し
込
み　
１２
月
２３
日（
金
）ま
で

に
電
話
で
障
害
福
祉
課
へ

※
重
度
の
障
害
な
ど
の
理
由
で
会

場
へ
来
る
こ
と
が
で
き
な
い
人
は
、

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

新型コロナワクチンの接種を希望する人は
年内に１・２回目接種の完了を検討してください
　１・２回目接種に使用している従来型ワクチンは、年内で
国からの供給が終了する予定です。オミクロン株対応ワクチ
ンの接種を希望する人は、１・２回目接種が完了しないと接
種できませんので、早めに接種を受けてください。今後の流 
行に備えて、計画的なワクチン接種を検討しましょう。
問い合わせ　健康づくり課（☎２７−6２７5）

お
知
ら
せ
　

教
育
委
員
会
会
議
定
例
会
の
傍
聴

教
育
委
員
会
総
務
課

（
☎
（27）
２
７
８
５
）

▲登録はこちら

●
●
●
●

１２月
１２月
１２月
１２月

１７日（土）
１8日（日）
２4日（土）
２5日（日）

中西工業　　　☎２5−5900
阿久津建設　　☎6２−１２4２
三藤建設工業　☎6２−１７２6
矢内設備工業　☎３２−605３

●
●
●

１２月
１２月
１２月

２9日（木）
３0日（金）
３１日（土）

栗原建設　　　☎２5−6７２0
須田設備工業　☎6２−２３49
フキアゲ　　　☎７6−0406
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認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
（27）
２
７
４
５
）

　
認
知
症
の
人
と
そ
の
家
族
が
、

い
つ
ま
で
も
住
み
慣
れ
た
地
域
で

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
に
、
Ｄ

Ｖ
Ｄ
上
映
な
ど
を
交
え
て
認
知
症

の
症
状
や
対
応
な
ど
を
分
か
り
や

す
く
説
明
し
ま
す
。

期
日　
令
和
５
年
１
月
２４
日（
火
）

時
間　
午
前
１０
時
～
１１
時
３０
分

会
場　
あ
ず
ま
公
民
館

対
象　
市
内
に
在
住
ま
た
は
在
勤・

在
学
の
人

定
員　
１５
人（
先
着
順
）

申
し
込
み　
１２
月
１３
日（
火
）午
前

９
時
か
ら
直
接
ま
た
は
電
話
で
市

役
所
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
へ

市し

国こ
く

際さ
い

交こ
う

流り
ゅ
う

協き
ょ
う

会か
い�

日に

本ほ
ん

語ご

教き
ょ
う

室し
つ

国こ
く

際さ
い

課か（
☎
（27）
２
７
３
１
）

期き

日じ
つ　
令れ

い

和わ

５
年ね

ん

１
月が

つ

１５
日に

ち

か
ら

３
月が

つ

２6
日に

ち

ま
で
の
日に

ち

曜よ
う

日び（
全ぜ

ん

１０

回か
い

）

※
２
月が

つ

５
日に

ち（
日

に
ち
よ
う
び）は
除の

ぞ

き
ま
す

時じ

間か
ん

●
午ご

前ぜ
ん

の
部ぶ

＝
午ご

前ぜ
ん

９
時じ

３０
分ぷ

ん

～

１１
時じ

３０
分ぷ

ん

●
午ご

後ご

の
部ぶ

＝
午ご

後ご

１
時じ

３０
分ぷ

ん

～

３
時じ

３０
分ぷ

ん

会か
い

場じ
ょ
う　
絣か

す
り

の
郷さ

と（
市し

民み
ん

交こ
う

流り
ゅ
う

館か
ん

）

対た
い

象し
ょ
う　
市し

内な
い

に
在ざ

い

住じ
ゅ
う

ま
た
は
在ざ

い

勤き
ん

の
１6
歳さ

い

以い

上じ
ょ
う

の
外が

い

国こ
く

人じ
ん

住じ
ゅ
う

民み
ん

定て
い

員い
ん　
各か

く

２５
人に

ん（
先せ

ん

着ち
ゃ
く

順じ
ゅ
ん

）

参さ
ん

加か

料り
ょ
う　
１
５
０
０
円え

ん（
資し

料り
ょ
う

代だ
い

な
ど
）

申も
う

し
込こ

み　
令れ

い

和わ

５
年ね

ん

１
月が

つ

１５
日に

ち

（
日

に
ち
よ
う
び）に
直ち

ょ
く

接せ
つ

会か
い

場じ
ょ
う

へ

ロ
ー
ズ
石せ

っ
　
け
ん鹸
つ
く
り

豊
受
公
民
館（
☎
（32）
０
３
５
０
）

期
日　
令
和
５
年
１
月
１７
日（
火
）

時
間　
午
後
２
時
～
４
時

会
場　
豊
受
公
民
館

対
象　
市
内
に
在
住
ま
た
は
在
勤・

在
学
の
人

定
員　
８
人（
先
着
順
）

内
容　
ロ
ー
ズ
の
香
り
の
せ
っ
け

ん
を
作
り
ま
す

参
加
料　
１
０
０
０
円（
材
料
費

な
ど
）

申
し
込
み　
１２
月
１３
日（
火
）午
前 

１０
時
か
ら
電
話
で
豊
受
公
民
館
ま 

た
は
専
用
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（

htt 
ps://logoform

.jp/form
/G

pfu 
/1 ７3６45

）か
ら
申
し
込
ん
で
く
だ 

さ
い

ア
イ
デ
ィ
ア
キ
ッ
チ
ン

～
ク
リ
ス
マ
ス
～

南
公
民
館（
☎
（26）
８
３
３
３
）

期
日　
１２
月
２３
日（
金
）

時
間　
午
前
１０
時
～
午
後
１
時

会
場　
南
公
民
館

対
象　
市
内
に
在
住
の
人

定
員　
１２
人（
先
着
順
）

内
容　
ク
リ
ス
マ
ス
に
ち
な
ん
だ

創
作
料
理
を
作
り
ま
す

参
加
料　
１
０
０
０
円（
材
料
費
）

申
し
込
み　
１２
月
８
日（
木
）午
前

９
時
か
ら
電
話
で
南
公
民
館
へ

ま
な
び
ぃ
先
生
自
主
企
画
事
業

明
る
く
元
気
に
な
る
楽
し
い
写
経

生
涯
学
習
課（
☎
（27）
２
７
９
４
）

期
日　
１２
月
２４
日（
土
）

時
間　
午
前
１０
時
～
正
午

会
場　
赤
石
楽
舎

対
象　
市
内
に
在
住
ま
た
は
在
勤・

在
学
の
人

定
員　
３０
人（
先
着
順
）

参
加
料　
２
０
０
円（
資
料
代
）

申
し
込
み　
１２
月
１４
日（
水
）午
前

９
時
か
ら
電
話
で
生
涯
学
習
課
へ

講
座

▲専用ホー
ムページ

売上金は機械工業の振興・社会福祉の
増進などに広く役立てられています

☎24－5780　  https://isesaki-auto.jp/

◆川口オート場外発売
12/9・10・11・12

◆山陽オート場外発売 ＧⅠスピード王決定戦
12/14・15・16・17・18

◆川口オート場外発売
12/19・20・21・22

　イベントなどへの参加や施設を利用する際は、
以下の感染拡大防止対策をお願いします。
●必要に応じたマスクの着用
●小まめな手洗い
●発熱など体調不良の人は参加を控える

市のイベント参加・施設利用時は
感染症対策をお願いします

問い合わせ　広報課（☎２７−２７１１）

　感染症の拡大を防止するため、イベントな
どを中止または延期、内容を変更する場合が
あります。最新情報は各担当課へ問い合わせ
てください。市ホームページでも確認できま
す。

商工労働課（☎２７−２７54）
　使って応援！コロナ対策認定店支援チケットの取
扱店募集期限は１２月２8日（水）です。取扱店の登録を
希望する場合は、申請書を事務局へ提出してくださ
い。
問�い合わせ　使って応援！支援チケット事務局（☎0１ 

２0−50１−8３３）

使って応援！コロナ対策認定店支援チケット
取扱店の募集を締め切ります
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外国人の子どもが日本の学校外国人の子どもが日本の学校
生活を楽しいと思えるように生活を楽しいと思えるように
イエオグスク・ルシア さん

イエオグスク・ルシ
ア さん

出身国　ペルー
プロフィル　困って
いる人の助けになれ
ればと、外国籍児童
生徒学校生活指導助
手を行うほか、市役
所での手続きに必要
な書類の翻訳などを
行っている。趣味は
小説を読むことで、
いつか小説の翻訳に
挑戦したいと思って
いる。

自分と同じ境遇の子どもたちを助けたい
　日本に住む両親と一緒に暮らすため、10 
年ほど前から伊勢崎市に住んでいます。住
み始めて間もない頃は、日本語が分からず
学校生活になじめませんでした。独学で日
本語を勉強しましたが、とても難しかった
ので日本語教室に通うことにしました。日
本語教室の先生はとても優しく丁寧に教え

てくれて、自然と日本語を学ぶことが楽し
くなりました。日本語を理解できるように
なると次第に学校生活も楽しくなり、私も
その先生のように、日本語が話せず困って
いる子どもたちを助けたいと思いました。

外国人の子どもの学校生活をサポート
　現在は大学で取得した日本語教師の資格
を生かし、外国籍児童生徒学校生活指導助
手として、市内の小・中学校で外国人の子
どもの学校生活をサポートしています。授
業中の勉強の手助けや、三者面談などでの
保護者の通訳、時には日本語教室の先生と
して日本語を教えています。日本の学校に
通う外国人の子どもたちの中には、学校生
活になじめず不安を抱えている子どももい
ます。そういった不安や悩みを解消できる
ようにコミュニケーションを積極的に取り
ながら、相談をしやすい環境づくりに努め
ています。これからも外国人の子どもが、
日本語を分かるようになって、少しでも学
校生活が楽しくなるようにサポートしてい
きたいです。
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 防災・防犯情報を配信中  いせさき情報メールに登録を！ 登録方法など詳しくは12ページへ
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●活動状況は？
▶月１回
●活動場所は？
▶豊受公民館
●メンバーは？
▶13人

　私たちは、削ったパステルをコットンなどで紙に伸ばして絵
を描くパステルシャインアートを制作しています。毎月講師が
描いた季節の花などを題材にした絵を見本に、会員それぞれが
夢中で楽しく作品を仕上げています。同じ見本を見ながら描い
ても、それぞれの個性があふれた作品に仕上がるのがパステル
シャインアートの面白さ。集中して作品を仕上げた後は、互い
の絵を見て楽しんでいます。 

豊受公民館豊受公民館（☎32−0350）（☎32−0350） サークル名 パステルシャインアート

　本年度から市内の大学と連
携した広報紙づくりをスター
トしました。企画の段階では
大学生の皆さんに協力しても
らえるか不安もありましたが、
12人の学生に参加していただ
けることになりました。
　今回は市内の大学を市民の
皆さんにもっと知ってもらう
ため「大学の紹介」をテーマに
記事を作成。今までにない紙
面や記事になっていますので
ぜひご覧ください。
　今後は本市の魅力や施策な
ど、大学生の視点で取材や記
事の執筆をする予定です。楽
しみにしてください。　（あ）

第120回

編集後記
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